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照合更新とは？

「照合更新」とは、ターゲットアプリケーションの既存データより新しいとみな
されたソースアプリケーションからの入力データをデータベースに統合するプロ
セスを意味します。

このプロセスのベースとなるのは、「照合更新したい情報がターゲットシステム
に既に存在しているかどうか」です。
■ 答えが「いいえ」の場合、入力データはそのまま挿入されます。

■ 答えが「はい」の場合、既存データは入力データに含まれる情報にしたがっ
て更新されます。

照合更新モジュールの使用目的

照合更新モジュールでは、外部ツールから取得されたデータを使用して、
Asset Manager内のレコードを更新することができます。

このようにして、データベースの登録に使用される情報を制御したり、特定条件
を使用した手動または自動承認プロセスを実行することができます。

照合更新モジュールでは次のプログラムを使用する必要があります。
■ HP Connect-It（Asset Manager 9.30に付属）
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データベース管理者はHP Connect-Itにスクリプトを挿入することで、照合更
新ルールを定義できます。Asset Managerデータベースのデータ更新は、ユー
ザが選択した条件に応じて自動または手動で実行できます。

1つまたは複数の統合化シナリオを使用して、外部アプリケーションのデータ
をAsset Managerに転送できます。

警告:

照合更新モジュールを使用するには、HP Connect-It統合プラットフォームに関
する知識が必要です。

HP Connect-Itの使用に関する詳細は、『Connect-Itユーザガイド』を参照して
ください。

照合更新モジュールを最大限に活用するには、HP Connect-Itで次の項目を用意
する必要があります。
■ ソースコネクタ

この外部アプリケーション（HP Discovery and Dependency Mapping
Inventory、LDAPなどのスキャナ）はAsset Manager内のレコード更新に使
用されるデータを提供します。

■ ターゲットコネクタ

現在、ターゲットコネクタとしては資産管理のみがサポートされています。

Asset ManagerのamReconcProposalテーブルには管理者が指定した照合更
新提案が記録されており、これらは手動で承認することができます。

照合更新モジュールの対象ユーザ

照合更新モジュールは次のユーザを対象としています。
■ データベースの更新の自動化するAsset Managerの管理者: Basicスクリプト

を使用してHP Connect-Itで照合更新ルールを作成します。

■ Asset Managerで照合更新提案の処理を担当しているユーザ：［照合更新提
案］（amReconcProposal）テーブルまたは［IT機器の照合更新提案ロット
の管理...］（sysBatchManageRecon）ウィザードを使用して提案の管理、承
認を行います。
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このガイドの使用方法

「概要」の章

この章では、照合更新モジュールの導入プロセスの概要を示すとともに、このモ
ジュールの機能についても説明します。

「照合更新プロセス」の章

この章では、HP Connect-It（管理者機能）でのルール定義および（指定ユーザ
による）その後の照合更新提案の管理、という2つの標準的な更新プロセスにつ
いて説明します。
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Asset Managerの照合更新モジュールはデータベースの更新を円滑に行うために
設計されています。このモジュールは、照合更新基準を定義する役割を切り離す
ことで、技術的な実装を行い、これらのルールを実際に適用します。

Asset Managerの照合更新モジュールを使用すると：
■ データベースレコードの更新に使用する条件を徹底的に定義できます。

■ 適時、更新プロセスを自動化できます。

■ データベースへの統合前に、精査が必要な変更内容を手動で承認できます。

注意:

現在の照合更新モジュールでは、amComputerテーブルのlMemorySizeMb
フィールドの変更に対する照合更新提案を作成することのみが可能です。

モジュールは絶えず機能強化され、変更を照合更新できるフィールドも増え
る予定です。

Asset Managerのデータの照合更新には次のプロセスが含まれます。
■ 企業の社内データの制御条件の分析

データベース内の変更に対する制御範囲を定義しなければなりません。例え
ば、セールスマネージャの場合、一定限度内での価格変更は自動化したいが、
大規模な価格変更の場合は個々の承認を行いたいこともあります。

■ ビジネスルールセットの作成

ニーズの分析が終了すると、次に優先順位と制御条件を定義できます。

■ 制御条件の技術的統合
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このステップで、管理者はHP Connect-ItにBasicスクリプトを追加します。
このスクリプトは照合更新ルールを作成し、手動承認を必要とする変更が生
じると、［照合更新提案］（amReconcProposal）テーブル内にレコード
を生成します。

■ 変更の手動承認

ユーザがAsset Managerの各照合更新提案を個別に承認します。このステッ
プを踏むことで、データベースの統合を行う前に、変更内容を完全に制御す
ることができます。
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照合更新モジュールを使用するには、次の2つのステップを踏む必要があります。
■ HP Connect-Itアプリケーションで照合更新ルールを検討し、編集する

このステップは、更新データに対する制御範囲を決定するデータベース管理
者用です。

■ Asset ManagerのamReconcProposalテーブルで照合更新提案を管理する

このステップは、ソースアプリケーションのデータとAsset Managerのデー
タを比較するときに生成される照合更新提案の承認を担当するユーザが行い
ます。

承認者は、検証中の照合更新提案に関係するフィールドに対して、ソースア
プリケーションのデータを許可するか、ターゲットアプリケーション（ここ
ではAsset Manager）のデータを許可するか、または新しい値を入力できま
す。
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図 2.1. 照合更新プロセス

照合更新ルールの定義 - 管理者の操作

Asset Managerで照合更新モジュールを使用する前に、管理者はまず照合更新
ルールを作成する必要があります。このステップでは、HP Connect-ItにBasicス
クリプトを追加する必要があります。

Basicスクリプトは、HP Connect-Itのマッピングまたはドキュメントタイプウィ
ンドウの［Reconciliation scripts］タブで編集できます。

このスクリプトには次の2つの照合更新専用の関数が使用されます。
■ Update (ValidateReconcUpdate)
■ Insert (ValidateReconcInsert)
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警告:

照合更新モジュールが正しく機能するためには、Asset Managementコネクタ
のレベルで［Execute the reconciliation scripts］オプションが選択されてい
ることを確認してください。
1 HP Connect-Itシナリオエディタの開始。
2 詳細設定をアクティブにします（［Tools／Advanced configuration］メ

ニュー）。
3 シナリオを開きます。
4 Asset Managementコネクタ（［Scenario scheme］パネル）を選択しま

す。
5 シナリオ設定ウィザードを開始します（［Tools／Configure］メニュー）。
6 ウィザードの［Advanced configuration］ページを表示します。
7 ［Execute the reconciliation scripts］オプションを選択します。
8 設定を確定します（［Finish］ボタン）。

照合更新モジュールを使用するには：
1 マッピングまたは使用されるドキュメントタイプウィンドウの

［Reconciliation scripts］タブにアクセスします。
2 デフォルトで提供されているBasicスクリプトを編集します。
3 2つのインベントリの間で発生した変更の手動承認が必要な場合は、関数

（ValidateReconcUpdateまたはValidateReconcInsert）を使用します。
データベースの変更が発生した場合は、照合更新提案がamReconcProposal
に作成されますが、これらの提案に対する手動承認が必要です。

注意:

手動承認を使用せずに、更新プロセスを単に自動化する場合は、上記の関数
を使用せずに、［Reconciliation Scripts］タブに必要なスクリプトを追加
します。

注意:

ValidateReconcUpdateおよびValidateReconcInsert関数のパラメータに
ついての詳細は、HP Connect-Itインストールフォルダのconfig\ac\basサブフォ
ルダにあるac.basファイル内のコメントを参照してください。
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警告:

ValidateReconcUpdateおよびValidateReconcInsert関数を呼び出すに
は、シナリオで使用する.basファイルリストにac.basファイルを追加する必要
があります。
■ 新しいシナリオの場合は、ac.basファイルがデフォルトでアクティブにな

ります。
■ 古いシナリオの場合は、ac.basファイルが［Scenarios／Global

functions］メニューからアクセスできるリストでアクティブになってい
ることを確認してください。

警告:

Asset ManagerでamReconcProposalテーブルの照合更新提案を承認した
ら、HP Connect-Itでそのシナリオを再起動する必要があります。このようにし
て変更内容は反映され、データの競合がなくなります。

注意:

原則として、スケジューラを利用して、シナリオを定期的に再起動すること
をお勧めします。スケジューラの使用の詳細については、『HP Connect-Itユー
ザガイド』を参照してください。

照合更新提案の承認 - ユーザの操作

管理者は、amReconcProposalテーブルの詳細ウィンドウにある［担当者］
フィールドに入力して、承認対象の提案をいくつかに振り分けます。保留中の照
合更新提案リストには管理者しかアクセスできません。

注意:

デフォルトでは、Asset Managerデータベースの管理者権限を持つユーザのみが
照合更新提案を割り当てることができます。

承認担当のユーザは、割り当てられた照合更新提案を次の方法で管理します。
■ amReconcProposalテーブルを通じて

■ ［IT機器の照合更新提案ロットの管理...］（sysBatchManageRecon）ウィ
ザードを通じて
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amReconcProposalテーブルを使って照合更新提案を処理する
1 amReconcProposalテーブルを表示します。このテーブルは、ナビゲーショ

ンバーの［ポートフォリオ管理／照合更新／照合更新提案］リンクからアク
セスできます。

図 2.2. 照合更新提案テーブル

照合更新提案はそれぞれテーブル内のレコードに対応しています。提案関連
の情報はすべて詳細ウィンドウで見ることができます。

注意:

提案に関連するレコードの詳細を表示するには、詳細ウィンドウで［レコー
ド］ボタンをクリックします。

承認者は、自分に割り当てられた照合更新提案リスト（承認済または未承認）
にアクセスすることができます。

2 Windows クライアントの場合：処理する提案を選択します。Ctrlクリッ
クやShiftクリックを使用すると、複数のレコードを選択できます。

■

■ Webクライアント：提案をクリックして、その詳細ウィンドウを表示しま
す。

3 提案を以下のように処理します。必要に応じて、いずれかのオプションを選
択します。
■ 新しい値を許可します。
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■ Windowsクライアント：提案の詳細画面の［名前］フィールドの右側
にある［許可］ボタンをクリックします。

■ Webクライアント：［アクション］ドロップダウンリストから［新し
い値を許可］を選択します。

これにより、次の処理が行われます。
■ ［ステータス］フィールドに、［値許可済み］が自動的に入力されま

す。

■ ［承認時刻］フィールドが表示され、現在の日時が自動的に入力され
ます。

■ ［提案値］フィールドに、新しい値が自動的に入力されます。

■ 新しい値を拒否します（元の値を使用します）。
■ Windowsクライアント：提案の詳細画面の［担当者］フィールドの右

側にある［拒否］ボタンをクリックします。

■ Webクライアント：［アクション］ドロップダウンリストから［新し
い値を拒否］を選択します。

これにより、次の処理が行われます。
■ ［ステータス］フィールドに、［値拒否済み］が自動的に入力されま

す。

■ ［承認時刻］フィールドが表示され、現在の日時が自動的に入力され
ます。

■ ［提案値］フィールドに、元の値が自動的に入力されます。

■ ［提案値］フィールドに必要な値を入力し、提案のステータスを［ステー
タス］フィールドで手動で選択します。

ウィザードを使って照合更新提案を処理する

はじめに

［IT機器の照合更新提案ロットの管理...］（sysBatchManageRecon）ウィザー
ドを使用すると、照合更新提案をより適切に管理できます。このウィザードに
は、以下の機能があります。
■ 指定された条件を満足する照合更新提案をすべて表示します。

注意:

ウィザードで管理される照合更新提案は、［ステータス］（SQL名：seStatus）
が［未承認］のもののみです。

■ 複数の提案を、レコードごとではなく一括して処理します。

■ 提案に加えた変更を、必要に応じて元に戻します。
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ウィザードの使用

1 次のいずれかの方法でウィザードを起動します。
■ amReconcProposalテーブルから：

1 テーブルを表示します。このテーブルは、［ポートフォリオ管理／照
合更新／照合更新提案］ナビゲーションバーリンクからアクセスでき
ます。

2 次の手順で、［IT機器の照合更新提案ロットの管理...］
（sysBatchManageRecon）ウィザードを開きます。
■ ［承認］ボタンをクリックします（Windowsクライアントの場合）。

■ ［アクション］ドロップダウンリストから［IT機器の照合更新提案
の一括管理］を選択します（Webクライアントの場合）。

■ ナビゲーションバーのリンク（［ポートフォリオ管理／照合更新／ユーザ
のアクション／IT機器の照合更新提案ロットの管理...］）から

2 ウィザードの最初のページにあるオプションを選択します。

■ ［照合更新提案ベース］

このオプションでは、同じモデルのIT機器（amModel.BarCodeが同じ
IT機器）に関連付けられたすべての照合更新提案を表示して処理できま
す。

■ ［IT機器ベース］
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このオプションでは、IT機器を選択し、そのIT機器に関連付けられたすべ
ての照合更新提案を処理できます。

注意:

照合更新提案が関連付けられていないIT機器は、自動的に除外されます。

■ ［照合更新フィールドベース］

このオプションでは、同じテーブルおよびフィールド上の変更を調停する
すべての照合更新提案を表示して処理できます。

3 ［次へ］をクリックします。
4 リストから項目を選択し、［次へ］をクリックします。選択した内容に従っ

て、照合更新提案のリストが表示されます。
5 照合更新提案を処理します。選択肢は［許可］、［拒否］、［Enter a new

value (新しい値を入力)］です。これは、「amReconcProposalテーブルを
使って照合更新提案を処理する [P. 17]」で説明したオプションと同じです。

注意:

■ もう1つのオプションとして［取り消し］がありますが、これはウィザー
ドのみで使用できます。このオプションを使用すると、選択した提案に加
えた変更を破棄できます。

■ 複数のレコードを選択し、それらのレコードに対して同じ操作を実行でき
ます。

■ すべての操作は、選択されている提案に対してのみ有効です。例えば、提
案に対して行った変更を取り消すには、そのレコードを選択してから［取
り消し］ボタンをクリックする必要があります。

6 ［完了］をクリックします。
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